









































































































































4 4 4 4
いた。そうなる予感
がしていたと思う。いつという時間の問題に過ぎなかった。
６月。学校が終わろうとしていた。当時、マーゲットと私が顔を見合わせると
一瞬一瞬妙に落ち着かず、お互いにさっと目をそらしていた。私たちはちっぽけ
なポーン、白人と有色人種はその時どうにもできないゲームの中にいた。お互い
に全く何も話さなかった。
学校最後の日にどういうわけか、無謀にも勇気をだして、マーゲットの座って
いるところにサイン帳を持っていった。彼女に手渡した。ためらい、それから受
け取り、顔を上げずに何か書いてくれた。もう忘れてしまったが、とてもありふ
れた言葉で、誰もが誰かのサイン帳に書いているようなものだった。私は待った。
ゆっくりと自分のも私に渡してくれた。そこにゆっくりとはっきりとした手書き
で、教えてもらった幾つかの言葉を書いた。アユー
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・ミン
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・ヴァン
4 4 4
、さようなら、
私の友だち。解放してあげた。放してあげた。心配しないでといった。もうあな
たがいなくても大丈夫よ、アユー
4 4 4
、と言った。
いまマーゲットのことを思うと、それにとても驚くような時に思い出すのだけ
れど、私のことも思い出してもらえているのだろうか、結婚して子供がいるかし
らと思う。そして、今はもう、ポーンではなく、クイーンになってしまったので
はないかと思う。
（授業用の試訳です）
